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4. 文化財保護

(1)文化財保護の目的

文化財は過去を正しく理解し、現在を見つめて、

未来を創造する手掛かりであり、また充足と豊かさを

ともなった真に文化的な生活を営む糧である。

この本市の発展にとってかけがえのない文化財を保

護・保存し、永く後世に伝えると伴に、市民生活の向

上を図ることを目的とする。

(2)埋蔵文化財

開発行為等によって破壊に直面している埋蔵文化財の保護を重点施策として取り組んでいる。

① 開発事業の調整、指導

「文化財保護法」に基づく土木工事等の届出、「開発指導要綱」に基づく試掘依頼等によっ

て、埋蔵文化財の存在状況の把握と新た な 遺跡の発見に努め、 その保存方法、 発掘調査等の

事前協議を行う 。

・ 建築確認、道路工事申請に伴う 遺跡確認受付

｀ 平2 3 4 5 6 7 

建 築 確 認 466 413 419 492 508 569 

道 路 申 請 598 491 536 576 952 932 

計 1,064 904 955 1,068 1,460 1,501 

• 発掘届出 ・通知（遺跡範囲内）

才｀ 平2 3 4 5 6 7 

慎 重 工 事 333 269 406 417 519 655 

立 会 調 査 105 100 139 171 165 150 

発 掘 調 査 54 28 36 19 16 19 

計 492 397 581 607 700 824 

- 43-



・ 試掘調査依頼（ 遺跡範囲外）

年 度 平2 3
 

4
 

-,
3
 

6
 

7
 

件 数 6 5 6 1 6 3 6 7 1 4 7 1 3 1 

② 調 査

:口ご 平2 3 4 5 6 7 

立 会 調 査 9 2 9 8 1 4 3 1 7 3 1 6 5 1 1 2 

試 掘 調 査 5 4 5 2 6 1 5 2 5 7 4 5 

発 予 備 調 査 6 0 5 7 5 7 4 7 3 6 4 0 
掘
調

本 調 査 8 1 2 1 7 1 g 1 5 8 査

計 2 1 4 2 1 9 2 7 8 2 9 1 2 7 3 2 0 5 
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③ 普及、啓発、広報

（ 現 地説明会）

0 三宅東公園施設整備工事に伴う蔵重遺跡発掘調責

松原高校見学会

開 催 日） 平成6年5 月1 1日

参加生徒数） 1 5 名

0 更池東西線築造工事に伴う南新町遺跡発掘調査

松原第7 中学校見学会

開 催 日） 平成8 年1月2 0日

参加生徒数） 2 0 名
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(3)発掘調査概要

① 東新町2 丁目所在遺跡（東新町2 丁目1 6 9

外）
｀ 

東新町第二公園施設整備工事に 伴い実施した 発

掘調査において、地震による液状化現象（噴砂）

の跡が、幅約1 m、長さ9mにわた って検出され ' 

た。 その噴砂跡は、地下約2 . 5 mに広がる河川跡“
-

から高さ約1 mの規模で噴 き上げていることが確

認され、過去に市域において震度6以上と推定さ

れる大地震による液状化現象が起きていたことが

判明した。 調査では、他に南河内地域では初め て

確認された古墳時代初頭の方形周溝募群や古墳時-

代後期の灌漑用水路、弥生時代中期の溝などが検

出されているが、噴砂跡はそれよりも下層で検出

され、且つ噴砂跡の源である砂層堆積中より縄文

時代晩期の土器片が出土したことなどから、その

両時代の間（約2 ,000,.._,2 , 5 00年前） に地
震があったものと推察される。 なお大きな噴砂跡

の中に更に小さな噴砂跡が確認されることから、

地震は一度ではなく、数度にわた って起きていた髯菖に(

ことも同時に確認された。 今回確認された噴砂跡’·

は、大阪府下での噴砂の確認事例中では、最古級

で且つ最大級のものであり、地震学、自然地理学、

地質学、歴史学上の貴重な新知見の資料となり得

るものと思われる。

② 南新町遺跡（南新町2 丁目、河合 5 丁目地内）

更池東西線道路築造工事に伴い実施した 発掘調

査においては、飛鳥時代の掘立柱建物跡や溝跡、

土坑などが検出され、 須恵器の杯や壺などが出土

した。 また検出された建物跡に接して畠跡が検出

され、土師器の高杯、甕などが出土した。 当時の

集落域と生産域の一端を同時に確認することがで

きた好例である。 他にも平安時代の掘立柱建物跡

や溝、土坑なども当時の水田跡とも検出すること

ができ、土師器の皿や平瓦などが出土している。

加えて縄文時代の土坑が確認され石鏃やサヌカイ

ト石核・剥片などが出土し、付近に集落があった
可能性が考えられる。
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